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TOPIC

まずは手洗いが大切です。外出先からの帰宅時
や調理の前後、食事前などこまめに石けんを使っ
て手を洗いましょう。
咳などの症状がある方は、咳やくしゃみを手で

押さえると、その手で触ったものにウイルスが付
着しドアノブなどを介して他の方に病気をうつし
てしまう恐れがあります。「咳エチケット」を行っ
てください。


